
 

 

2025年12月17日 

公益財団法人日本陸上競技連盟 

 

コペンハーゲン2026世界ロードランニング選手権大会 日本代表選手選考要項 

 

１．編成方針 

  北京2027世界陸上競技選手権大会の参加標準記録突破、また、WAワールドランキングのポイント

加算することで、北京2027世界陸上競技選手権大会出場が期待される競技者で選手団を編成す

る。 

 

２．開催地 

コペンハーゲン（デンマーク） 

 

３．開催期間 

  2026年9月19日（土）～20日（日） 

 

４．実施種目（男女）（エントリー枠） 

  1マイル（2）、5㎞（2）、ハーフマラソン（4） 

 

５．選考競技会 

１）1マイル・5㎞ 

  第110回日本陸上競技選手権大会（2026年6月12～14日） 

２）ハーフマラソン 

 ・2026 大阪ハーフマラソン  （2026 年1月25日）  

・第78回香川丸亀国際ハーフマラソン （2026年2月1日）  

・第54回全日本実業団ハーフマラソン （2026年2月8日） 

 

６．派遣設定記録 

  派遣設定記録の有効期間は2026年1月1日から選考競技会終了までのワールドランキング対象競 

技会とする。 

  （１）1マイル 

    男子：1500m  A 3:36.53 / B 3:38.29  女子：1500m  A 4:07.68 / B 4:10.76 

  （２）5㎞ 

    男子：5000m A 13:14.36 / B 13:21.08  女子：5000m A 15:14.79 / B 15:27.39 

（３）ハーフマラソン 

    男子：61分00秒  女子：71分30秒 

  

７．選考基準 

（１）男女1マイル・5㎞ 

   １）派遣設定記録Aを満たした、選考競技会8位以内の上位競技者。 

   ２）派遣設定記録Bを満たした、選考競技会8位以内の上位競技者。 

ただし、この項での選考については、ワールドアスレティックスが定めるエントリー 

数の上限の枠を保証するものではない。 

（２）ハーフマラソン 

   派遣設定記録を満たした選考競技会記録上位の競技者。同記録の場合、2025年1月1日以降のWRk

対象大会におけるハーフマラソン記録上位の競技者。 

 

８．選考方法 

編成方針及び選考基準に則り、強化委員会にて選考原案を作成し、専務理事が承認することで決

定する。 

 

９．その他 

 （１）代表選手は、編成方針及び選考基準に則って選考されるが、その派遣人数はワールドアスレ 

ティックスが定めるエントリー数の上限の枠を保証するものではない。 

（２）代表選手は本連盟または大会主催団体が定める義務及びその他必要事項を遵守するものと 

す る。 



 

 

本連盟が定める日本代表選手等に関する規程（参考）： 

・日本代表選手等の肖像等に関する規程 

・日本代表選手等の公式衣類に関する規程 

・日本代表選手等に関する行動規範 

（３）下記の項目に該当する場合は、代表を取消すことがある。  

１）アンチ・ドーピング規則に反した場合     

２）故障等により、競技力を発揮できない事態が生じた場合   

３）前記（２）を遵守しない場合 

（４）代表選手は、選考後のトレーニング状況を報告すると共に、医事委員会がメディカルチェック 

の必要があると判断した場合は、応じる義務を負うものとする。  

（５）天災、疫病の流行その他の理由による選考競技会の開催中止またはその開催方法等の変更に 

伴い、選考競技会、選考基準及び選考方法について、専務理事の決定により、変更することが 

できる。 

以上 

https://www.jaaf.or.jp/pdf/about/guidelines/shozo_kitei.pdf
https://www.jaaf.or.jp/pdf/about/guidelines/irui_kitei.pdf
https://www.jaaf.or.jp/pdf/about/guidelines/koudou_kihan.pdf

